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睫 厘
題字 は渋谷区の障害 のある人 とデザイン学生が

制 作 した 「シブヤ フ ォン ト」 を応 用 した書 体 で

すこ 2人の作家の作品を交互 に掲載 しています。
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題字デザイン :五十嵐 成美

生
活
保
護
基
準

調
べ
て
み
る
と
、
市
民
の
議
論
で
試
算

す
る
手
法
が
、
厚
生
労
働
省
の
専
門
部
会

で
検
討
さ
れ
て
い
た
。

「
ミ

ニ
マ
ム

・
イ

ン
カ
ム

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
」

と
い
う
方
法
だ
。

首
都
大
学
東
京

（
現
東
京
都
立
大
）
子

ど
も

・
若
者
貧
困
研
究
セ
ン
タ
ー
が
２
０

１
９
年
度
に
調
査
し
、
厚
労
省
社
会
保
障

審
議
会

の
生
活
保
護
基
準
部
会
で
検
討
さ

れ
た
。
具
体
的
に
は
、
年
齢
や
性
別
が
異

な

る

四

つ
の
単

身

モ
デ

ル
世

帯

に

つ
い

て
、
８
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
メ
ン
バ
ー

を
変
え
な
が
ら
段
階
的
に
話
し
合
い
決
め

て
い

っ
た
。

最
初

に
話
し
合

っ
た
の
は
、

「
誰
に
で

も
最
低
必
要
な
生
活
」
と
は
何
か
と
い
う

定
義
だ
。

「
た
ま
に
は
３
０
０
円
の

コ
ン
ビ

ニ
ス

イ
ー
ツ
を
食

べ
ら
れ
る

べ
き
だ
。
そ
う
じ

ゃ
な
い
と
心
が
折
れ
る
」

「
毎
日
弁
当
で

も
、
月
１
度
の
会
社
の
飲
み
会
く
ら
い
は

最
低
生
活

に
入
る
」

そ
う
し
た
意
見
を
受
け
て
ま
と
ま

っ
た

定
義
が
、
衣
食
住
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

自
分
の
時
間
や
人
と
の
交
流
、
移
動
手
段

が
あ
る

こ
と
。
そ
し
て
、

「
将
来
の
見
通

し

や
生

活

の
安

定

性

を

得

る

た

め

の
余

裕
、
情
報
や
医
療

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環

境
」
が
あ
る
こ
と
だ

っ
た
。

そ
の
後
、

「
足
立
区
で
１
人
暮
ら
し
の

３２
歳
男
性

」
と
い

っ
た
モ
デ
ル
世
帯
と
近

い
属
性
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
、
必
需
品
の

内
容
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ら
の
適
正
価
格

が
決
め
ら
れ
た
。

台
所
に
三
角

コ
ー
ナ
ー
は
必
要
か
、
ポ

リ
袋
で
代
用
す

べ
き
か
の
議
論
は
１
時
間

に
も
及
ん
だ
。
高
齢
男
性
の
グ
ル
ー
プ

で

は

「
亡
き
妻
に
生
花
を
供
え
る
ぐ
ら
い
は

許
さ
れ
る

べ
き
だ
」
と
意
見
が
出

て
、
週

３
０
０
円
の
花
代
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
長
の
阿
部
彩
教
授
は

「
専
門

家
が
１
０
０
円
の
造
花
で
十
分
、
な
ん
て

言
え
ま
せ
ん
。
制
度
は
税
金
で
成
り
立

っ

て
お
り
、
国
民
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め

に
あ
る
。
市
民
の
意
見
に
は
正
当
性
が
あ

り
、
反
映
さ
れ
る

べ
き
で
す
」
と
話
す
。

こ
う
し
た
話
し
合
い
で
算
出
さ
れ
た
最

低
生
活
費
は
、
生
活
保
護
世
帯

の
家
計

に

な
い
支
出
を
除
く
と
、
足
立
区
の
３２
歳
男

性
が
２１
万
８
２
７
５
円
、
女
性
が
２４
万
４

８
２
１
円
。
町
田
市
の
７１
歳
男
性
は
１５
万

５
３
７
３
円
、
女
性
は
１６
万
３
２
７
９
円

と
な

っ
た
。
い
ず
れ
も
、
当
時
の
生
活
保

護
費
よ
り
ｌ

ｏ
２
～
ｌ

ｏ
８５
倍
高
く
な

っ

た
。

最
低
生
活
と
は
？
考
え
て

阿
部
教
授
は
、
現
在

の
社
会
保
障
制
度

に
よ
る
保
障
が
国
民
が
考
え
る
最
低
生
活

か
ら
懸
け
離
れ
て
い
る
と
指
摘
。
Ｍ
Ｉ
Ｓ

は
手
間
と
時
間
が
か
か
り
、
議
論
の
進
行

役

の
育

成

な

ど

で
課

題

も
あ

る

と

し

つ

つ
、
こ
う
強
調
し
た
。

「
ま
ず
は
市
民
が
、
最
低
生
活
を
考
え

て
み
る
こ
と
が
重
要
。
制
度
を

つ
く
る
の

は
厚
労
省
で
も
政
府
で
も
な
く
、
国
民
な

の
だ
か
ら
」

ュニ̂活 保護基準引き下げの違法性を問う訴訟で注 目
―・二 されたのが、基準の算出方法だ。生存権を具現

化する生活保護の基準は、ナショナル・ ミニマム (国

民生活の最低保障)そのもの。近年は低賃金層との比
較で計算されてきたが、それは妥当なのだろうか ?
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試算する手法も
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●コンビニスイーツ ●月 1飲み会 ●亡き妻に生花 あり?なし?

インカム・スタンダ
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S) 一般市民を対ム ・

象としたグループ・インタビユーで「最低生活」を定義 し、その

生活を充足するために必要な物品やサービスを具体的に全てリス

トア ップして最低生活費を積算する手法。イギ リスで開発され、

日本では厚生労働省が 2010～ 12、 19年度に調査の補助などを行つ

た。イギ リスでは最低賃金を決める際に参照されている。


